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観応の擾乱後の国大将（水野圭士）

観
応
の
擾
乱
後
の
国
大
将

│
│
「
武
家
方
大
将
軍
」
石
橋
和
義
考
│
│

水
　
野
　
圭
　
士

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
：
①
室
町
幕
府
　
②
守
護
　
③
国
大
将
　
④
足
利
一
門
　
⑤
観
応
の
擾
乱
﹈

は
じ
め
に

　
南
北
朝
時
代
、
室
町
幕
府
は
激
戦
地
域
に
特
別
軍
事
指
揮
者
で
あ
る
国
大
将
を
派
遣
し
て
い
た
。
そ
の
国
大
将
は
一
国
を
超
え

る
活
動
を
行
い
広
域
統
括
者
と
い
え
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。
室
町
幕
府
は
、
観
応
の
擾
乱
を
経
て
大
き
く
変
容
し）1
（

、
地
方
統
合
で

も
守
護
へ
の
一
元
化
が
指
摘
さ
れ
る）2
（

。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
観
応
の
擾
乱
以
前
に
は
地
方
鎮
定
で
役
割
を
果
た
し
て
い
た
国
大
将

は
、
ど
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
た
の
か
。
観
応
の
擾
乱
後
の
国
大
将
に
つ
い
て
、
文
和
年
間
に
中
国
地
方
へ
派
遣
さ
れ
「
武
家
方

大
将
軍
」
と
称
さ
れ
た
石
橋
和
義
を
取
り
上
げ
考
察
す
る
。

　
室
町
幕
府
に
よ
る
地
方
統
合
に
つ
い
て
は
守
護
が
中
心
的
存
在
と
評
価
さ
れ
研
究
の
中
心
と
な
っ
て
き
た）3
（

。
そ
の
研
究
状
況
は
、

軍
事
制
度
の
研
究
も
交
え
た
漆
原
徹
氏
の
一
連
の
研
究
に
よ
っ
て
大
き
く
進
展
し
た
。
軍
勢
催
促
状
や
感
状
の
発
給
と
い
っ
た
重
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要
な
活
動
に
つ
い
て
、
足
利
一
門
出
身
で
あ
る
か
、
非
足
利
一
門
で
あ
る
外
様
出
身
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
守
護
に
権
限
差
が
あ

る
こ
と
を
漆
原
氏
は
指
摘
さ
れ
た）4
（

。
観
応
の
擾
乱
以
前
の
初
期
室
町
幕
府
で
は
、
足
利
一
門
出
身
守
護
の
優
遇
、
外
様
出
身
守
護

の
活
動
制
限
と
い
う
軍
事
政
策
が
存
在
し
た
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
初
期
室
町
幕
府
の
軍
事
制
度
に
注
目
し
守
護
制
度
を
考
察
す
る
こ
と
は
続
け
ら
れ
、
所
領
給
付
権
・
軍
功
注
申
等
の
諸
権
限
が
、

観
応
の
擾
乱
以
降
、
外
様
出
身
守
護
に
も
行
使
が
拡
大
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た）5
（

。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
近
年
、
呉
座

勇
一
氏
・
堀
川
康
史
氏
・
永
山
愛
氏
に
よ
っ
て
、
軍
事
関
係
文
書
に
対
す
る
在
地
・
国
人
側
の
主
体
性
を
評
価
す
る
こ
と
が
提
示

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る）6
（

。
呉
座
氏
は
中
世
文
書
の
受
益
者
に
よ
る
当
事
者
主
義
を
発
給
文
書
の
評
価
で
見
落
と
す
べ
き
で
な

い
と
さ
れ
、
堀
川
氏
・
永
山
氏
は
軍
忠
状
の
証
判
者
や
軍
勢
催
促
状
発
給
者
に
つ
い
て
国
人
側
の
主
体
性
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
て

い
る
と
さ
れ
た
。
堀
川
氏
は
漆
原
氏
に
よ
っ
て
外
様
出
身
守
護
の
権
限
制
限
と
み
な
さ
れ
た
軍
忠
状
の
足
利
一
門
出
身
・
外
様
出

身
両
守
護
に
よ
る
二
重
証
判
に
つ
い
て
、
恩
賞
受
給
の
確
実
性
の
た
め
に
国
人
側
が
選
択
し
た
結
果
で
あ
る
と
新
た
な
評
価
を
下

さ
れ
た）7
（

。
南
北
朝
動
乱
の
中
で
作
成
さ
れ
た
合
戦
に
関
わ
る
軍
事
関
係
文
書
に
つ
い
て
、
将
軍
・
守
護
等
上
位
者
か
ら
の
命
令
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
を
受
け
取
る
在
地
・
国
人
側
の
動
き
も
含
ん
で
考
察
・
評
価
す
べ
き
と
い
う
見
方
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
論
者
は
旧
稿
で
、
観
応
の
擾
乱
以
前
に
石
見
を
中
心
に
活
動
し
た
国
大
将
上
野
頼
兼
を
取
り
上
げ
考
察
し
た
。
守
護
と
み
な
さ

れ
て
き
た
頼
兼
は）8
（

、
他
国
守
護
へ
の
下
命
や
隣
国
国
人
の
指
揮
と
い
っ
た
活
動
か
ら
国
大
将
と
み
る
の
が
適
切
と
し
中
国
探
題
足

利
直
冬
と
交
代
す
る
形
で
派
遣
地
方
か
ら
離
任
し
た
と
論
じ
た）9
（

。
南
北
朝
時
代
の
地
方
の
統
合
で
は
、
国
大
将
と
い
っ
た
広
域
統

括
者
が
活
躍
す
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
国
大
将
は
幕
府
が
分
裂
し
た
観
応
の
擾
乱
後
に
ど
う
な
っ
た
の
か
。
前
記
し
た
よ
う
に
室
町
幕
府
研
究
で
は
、
観
応
の
擾

乱
以
前
・
以
後
で
幕
府
が
大
き
く
変
容
す
る
こ
と
が
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
る
。
守
護
で
は
な
い
地
方
で
の
統
括
者
を
考
察
す
る
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こ
と
で
、
守
護
・
国
人
双
方
の
動
き
を
含
め
た
考
察
が
で
き
る
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
本
論
で
取
り
上
げ
る
石
橋
和
義
は
、
観
応
の
擾
乱
後
、
文
和
元
（
一
三
五
二
）
年
一
〇
月
か
ら
翌
年
七
月
頃
ま
で
「
武
家
方
大

将
軍
」
と
し
て
中
国
地
方
に
派
遣
さ
れ
活
動
し
た
。
和
義
を
純
粋
に
軍
事
指
揮
者
と
み
る
見
方
も
あ
る
が）10
（

、
そ
の
活
動
内
容
は
複

数
国
の
国
人
と
関
係
を
持
つ
な
ど
、
国
大
将
と
し
て
の
特
徴
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
広
域
統
括
者
と
し
て
の
国
大
将
の
観
応
の

擾
乱
後
の
活
動
を
、
和
義
の
後
に
派
遣
さ
れ
た
中
国
管
領
と
の
比
較
も
交
え
て
考
察
し
、
評
価
す
る
こ
と
を
行
い
た
い
。
観
応
の

擾
乱
以
降
の
足
利
一
門
出
身
守
護
・
大
将
と
外
様
出
身
守
護
の
権
限
差
の
解
消
は
戦
乱
に
対
処
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
と
評
価
さ

れ
る）11
（

。
し
か
し
、
実
際
は
地
方
を
鎮
定
す
る
た
め
に
守
護
の
職
権
拡
大
を
行
い
、
国
大
将
を
派
遣
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
結
果
か
ら

い
え
ば
和
義
に
よ
る
反
幕
府
方
の
鎮
定
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
こ
の
事
例
を
ど
う
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
守
護
・
在
地
・
国
人

の
動
き
も
含
め
考
察
す
る
こ
と
で
、
地
方
統
合
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

第
一
章
　「
武
家
方
大
将
軍
」
の
活
動

一
　
石
橋
氏
の
評
価

　「
武
家
方
大
将
軍
」
と
し
て
の
石
橋
和
義
を
論
じ
る
前
に
和
義
お
よ
び
石
橋
氏
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
記
し
て
お
き
た
い
。

石
橋
和
義
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
小
川
信
氏
が
細
川
氏
・
斯
波
氏
・
畠
山
氏
と
い
っ
た
足
利
一
門
出
身
守
護
大
名
の
研
究
の
中
で
触

れ
ら
れ
た）12
（

。
和
義
は
幕
府
宿
老
と
い
う
扱
い
を
受
け
た
も
の
の
、
石
橋
氏
に
つ
い
て
は
分
国
形
成
に
失
敗
し
没
落
し
た
足
利
一
門

の
一
つ
と
い
う
評
価
を
小
川
氏
は
く
だ
さ
れ
て
い
る
。
遠
藤
巌
氏
は
和
義
の
事
歴
を
跡
付
け
、
斯
波
氏
一
族
か
ら
独
立
し
た
石
橋

氏
の
家
祖
が
和
義
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た）13
（

。
そ
し
て
、
石
橋
氏
が
大
名
と
し
て
で
は
な
く
京
で
は
儀
礼
的
存
在
の
足
利
御
一
家
、
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東
北
で
は
京
都
御
扶
持
衆
と
し
て
存
続
し
た
と
い
う
概
要
を
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
室
町
時
代
以
降
の
石
橋
氏
に
つ
い
て
は
、
下
村
信
博
氏
・
谷
口
雄
太
氏
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
下
村
信
博
氏
は
管
領
細
川
氏
へ

の
接
近
や
各
勢
力
と
の
関
係
、
地
方
所
領
と
い
っ
た
石
橋
氏
の
持
つ
所
縁
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た）14
（

。
谷
口
雄
太
氏
は
室
町
時
代
、

「
御
一
家
」
と
称
さ
れ
る
足
利
将
軍
家
の
下
で
儀
礼
的
存
在
と
な
っ
た
石
橋
氏
を
、
吉
良
氏
・
渋
川
氏
の
他
の
「
御
一
家
」
を
含

め
て
注
目
さ
れ
た）15
（

。
谷
口
氏
は
足
利
将
軍
を
頂
点
と
す
る
武
家
の
身
分
序
列
の
中
で
石
橋
氏
が
、
身
分
序
列
上
で
は
管
領
家
以
上

の
存
在
で
あ
り
、「
足
利
氏
の
血
の
ス
ペ
ア
」
の
役
割
を
持
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
小
川
氏
・
遠
藤
氏
は
南
北
朝
時
代
に
焦
点
を
当
て
守
護
大
名
に
発
展
し
な
か
っ
た
こ
と
を
重
視
し
た
の
に
対
し
、
下
村
氏
・
谷

口
氏
は
石
橋
氏
が
室
町
時
代
に
多
彩
な
交
流
を
持
ち
一
定
の
役
割
を
持
っ
た
こ
と
を
評
価
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
守
護
領
国

制
論
に
み
ら
れ
る
守
護
大
名
へ
の
発
展
を
重
視
す
る
見
方
か
ら
、
守
護
以
外
の
存
在
に
も
着
目
す
る
中
世
後
期
の
武
家
研
究
の
変

化
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
る）16
（

。

　
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
研
究
の
変
化
で
も
共
通
し
て
い
え
る
の
は
、
石
橋
氏
が
足
利
一
門
の
中
で
も
高
い
序
列
に
あ
っ
た
こ
と
、

そ
の
序
列
上
の
立
場
ゆ
え
に
期
待
さ
れ
る
役
割
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
石
橋
和
義
は
、「
足
利
」
と
も
称
さ
れ
た
斯
波
高
経
の

一
族
と
し
て
、
建
武
以
来
、
国
大
将
・
守
護
・
引
付
頭
人
・
評
定
衆
と
要
職
を
歴
任
し
、
南
北
朝
の
動
乱
の
中
で
自
身
と
一
族
を

生
き
延
び
さ
せ
た
。
石
橋
和
義
は
、
有
力
な
直
義
党
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
観
応
の
擾
乱
中
に
尊
氏
党
へ
と
転
向
し
引
付
頭

人
に
就
任
し
た）17
（

。
強
固
な
分
国
を
持
つ
存
在
で
は
な
い
が
、
一
定
の
評
価
を
幕
府
内
で
持
た
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
）
18
（

。
室
町
幕
府
か
ら
「
武
家
方
大
将
軍
」
と
し
て
中
国
地
方
に
派
遣
さ
れ
た
の
も
、
そ
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る）19
（

。

二
　「
武
家
方
大
将
軍
」
の
活
動
の
広
域
性
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文
和
元
年
、
中
国
地
方
に
派
遣
さ
れ
た
石
橋
和
義
に
つ
い
て
、「
武
家
方
大
将
軍
」
と
記
し
て
き
た
。
こ
れ
は
次
の
史
料
一
で
、

中
国
地
方
に
お
い
て
山
名
氏
と
合
戦
を
行
う
石
橋
和
義
を
そ
う
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
史
料
一
】「
兼
綱
公
記
」
文
和
元
年
十
一
月
十
二
日
条）20
（

十
一
月
十
二
日
、
巷
説
等
（
中
略
）
中
国
辺
大
略
令
レ

属
二

山
名
右（

師
義
）馬

権
頭
一

之
間
、
武
家
方
大
将
軍
左
衛
門
佐
和
義
入
道
、

纔
二
三
百
騎
勢
、
在
二

備
前
国
一

云
々
、
所
詮
南
方
官
軍
等
、
於
二

所
一々

振
レ

威
之
由
有
二

其
聞
一、（
後
略
）

　
史
料
一
は
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
中
国
地
方
を
制
覇
し
つ
つ
あ
る
山
名
氏
に
対
し
て
「
武
家
方
大
将
軍
左
衛
門
佐
和
義
入

道
」
＝
石
橋
和
義
が
劣
勢
と
い
う
伝
聞
情
報
を
公
家
の
勘
解
由
小
路
兼
綱
が
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
京
の
公
家
に
よ
る
「
武

家
方
大
将
軍
」
と
い
う
表
記
だ
け
で
は
、
そ
れ
が
単
な
る
軍
事
指
揮
者
で
あ
る
の
か
、
広
域
統
括
者
で
あ
る
の
か
、
も
し
く
は
守

護
を
そ
う
記
し
て
い
る
だ
け
な
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
進
一
氏
が
広
域
的
な
軍
事
指
揮
者
で
あ

っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
つ
つ
、
守
護
も
兼
ね
て
い
な
い
こ
と
か
ら
軍
事
指
揮
者
と
い
う
評
価
に
と
ど
め
ら
れ
た）21
（

。
一
方
、『
岡
山

県
史
』
で
は
、
山
名
氏
と
合
戦
を
繰
り
広
げ
る
和
義
に
つ
い
て
、「
山
陽
道
の
総
大
将
」
と
山
陽
地
方
幕
府
軍
の
総
軍
事
指
揮
者

と
み
な
し
て
い
る）22
（

。

　「
武
家
方
大
将
軍
」
石
橋
和
義
の
立
場
を
ど
う
み
る
の
が
適
切
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
て
い
く
史
料
二
・
三
を
用
い

て
考
え
を
述
べ
た
い
。

【
史
料
二
】
三
吉
覚
弁
軍
忠
状
「
備
後
鼓
文
書）23
（

」
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三
吉
小
納
言
房
覚
弁
申
軍
忠
事

去
年
文
和
元

十
月
、
自
二

京
都
一

御
下
向
之
時
、
令
二

御
供
一

以
来
、
致
レ

忠
之
処
①
、
山
名
左（
師
義
）馬
権
頭
打
越
備
前
国
取
鳥
庄
一

之
間
、

被
レ

召
向
陣
一

畢
、
仍
令
二

在
陣
一

刻
、
備
後
国
御
敵
上
杉
修（

重
季
）

理
亮
以
下
凶
徒
等
依
レ

令
二

蜂
起
一、
打 

越
備
後
一、
可
レ

令
二

御
敵
等

退
治
一

之
由
、
自
二

大
将
御
方
一、
被
二

仰
下
一

之
間
②
、
同
十
二
月
十
三
日
惣
領
三
吉
備
後
守
秀
経
相
共
馳
越
備
後
一、
同
十
六

日
当
国
岩
成
上
村
於
二

石
崎
河
原
一、
致
二

合
戦
忠
節
一

者
也
、
将
又
同
廿
八
日
馳 

参
備
前
御
陣
一、
令
二

在
陣
一

畢
矣
③
、

一
当
年
文
和
二

正
月
十
日
備
前
国
迫
山
合
戦
、
備
前
備
中
両
国
御
方
軍
勢
等
打
負
④
、
及
二

難
儀
一

之
間
、
大
将
御
懸
之
時
、
惣

領
秀
経
相
共
入
替
依
レ

致
二

軍
忠
一、
御
敵
等
引
退
了
、
同
十
五
日
迄
レ

于
二

御
敵
没
落
之
期
一、
令
二

在
陣
一、
抽
二

忠
節
一

之
上
者
、

下
賜
御
判
一、
為
レ

備
二

向
後
亀
鏡
一、
恐
々
言
上
如
レ

件
、

　
　
文
和
二
年
正
月
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　「（
花

（
石
橋
和
義
）

押
）」

　
史
料
二
は
「
武
家
方
大
将
軍
」
石
橋
和
義
の
下
で
合
戦
に
参
加
し
た
備
後
国
人
三
吉
覚
弁
の
軍
忠
状
で
あ
る
。
証
判
者
が
石
橋

和
義
で
あ
り
、
動
向
が
敬
語
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
中
で
「
大
将
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
和
義
と
分
か
る
。
史
料
二

か
ら
以
下
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

Ⅰ
：
傍
線
部
①
か
ら
備
後
国
人
三
吉
覚
弁
が
文
和
元
年
一
〇
月
の
中
国
地
方
の
派
遣
以
来
、
和
義
の
下
で
軍
忠
に
励
ん
で
い
た
こ

と
。

Ⅱ
：
傍
線
部
②
に
あ
る
上
杉
重
季）24
（

の
備
後
侵
入
に
よ
り
覚
弁
は
和
義
の
命
で
備
後
へ
向
か
い
、
傍
線
部
③
か
ら
さ
ら
に
備
前
へ
と

移
動
と
、
一
国
以
上
の
地
域
で
軍
事
活
動
を
行
っ
た
こ
と
。
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Ⅲ
：
傍
線
部
④
か
ら
備
前
国
で
の
合
戦
に
備
前
・
備
中
の
軍
勢
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
。

　
Ⅰ
〜
Ⅲ
か
ら
和
義
は
備
前
で
の
活
動
で
備
後
国
人
を
配
下
に
し）25
（

、
そ
こ
に
は
複
数
国
の
国
人
が
参
加
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

和
義
の
派
遣
期
間
、
備
前
・
備
中
・
備
後
に
は
和
義
と
は
別
人
が
守
護
と
し
て
配
置
さ
れ
て
お
り）26
（

、
守
護
と
は
別
に
国
人
を
率
い

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
南
北
朝
時
代
の
よ
う
な
流
動
的
な
軍
事
情
勢
下
で
、
管
国
外
の
国
人
を
率
い
た
こ
と
を
足
利
一
門
出
身
守
護
・
大
将
の
外
様
出

身
守
護
へ
の
優
越
と
い
っ
た
特
徴
的
事
象
と
み
て
よ
い
か
に
は
、
堀
川
康
史
氏
に
よ
る
疑
問
視
も
あ
る）27
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
だ
が
、

堀
川
氏
は
建
武
年
間
作
成
の
石
見
国
人
作
成
軍
忠
状
に
外
様
出
身
の
長
門
守
護
厚
東
氏
が
証
判
を
据
え
て
い
る
事
例
を
論
拠
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
建
武
三
年
四
月
日
付
丸
毛
兼
幸
軍
忠
状）28
（

の
場
合
、
石
見
国
は
建
武
政
権
期
の
守
護
高

津
道
性
が
建
武
政
権
に
残
留
し
、
石
見
守
護
を
兼
ね
た
国
大
将
上
野
頼
兼
が
同
国
へ
派
遣
さ
れ
た
の
は
建
武
三
年
五
月
と
い
う
状

況
で
あ
っ
た）29
（

。
兼
幸
は
そ
の
後
、
足
利
尊
氏
の
再
上
洛
に
参
加
し
て
お
り
、
在
国
す
る
石
見
守
護
の
軍
忠
状
証
判
を
受
け
ら
れ
る

状
況
で
は
な
か
っ
た
。
も
う
一
つ
の
事
例
で
あ
る
建
武
四
（
一
三
三
七
）
年
五
月
日
付
虫
追
政
国
軍
忠
状
に
つ
い
て
も）30
（

、
石
見
国

人
の
虫
追
政
国
は
長
門
国
で
活
動
せ
よ
と
い
う
「
御
教
書
」
を
受
け
た
上
で）31
（

、
同
国
守
護
厚
東
氏
一
族
か
ら
証
判
を
受
け
て
い
る
。

外
様
出
身
守
護
に
よ
る
ど
ち
ら
の
証
判
事
例
も
例
外
事
例
な
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
関
し
て
は
、
外
様
出
身
守
護
で
も
管
国
外
の
国
人
を
率
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
重
要
と
も
い
え
る
。
た
だ
、
本
論

が
考
察
す
る
観
応
の
擾
乱
後
に
は
国
人
指
揮
の
守
護
一
元
化
が
強
ま
る
と
堀
川
氏
も
さ
れ
て
い
る）32
（

。
そ
の
よ
う
な
守
護
と
国
人
の

関
係
が
強
化
さ
れ
る
な
か
で
も
管
国
で
は
な
い
国
人
を
旗
下
に
置
く
点
は
、
国
大
将
等
広
域
統
括
者
の
特
性
と
み
て
よ
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
和
義
の
立
場
が
広
域
的
な
軍
事
指
揮
者
で
あ
っ
た
か
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
他
に
参
照
し
た
い
の
が
史
料
三
で
あ
る
。
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【
史
料
三
】
石
橋
和
義
預
ヶ
状
「
出
羽
家
文
書）33
（

」

石
見
国
出
羽
郷
事
、
所
二

預
置
一

也
、
致
二

軍
忠
一

者
可
レ

申
与
御
下
文
一

之
状
、
如
レ

件
、

　
　
文
和
元
年
十
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙

（
石
橋
和
義
）

弥
（
花
押
）

　
　
　
君
谷
弾（

実
祐
）正

忠
殿

　
史
料
三
の
発
給
者
に
つ
い
て
佐
藤
進
一
氏
は
、
同
史
料
の
写
の
み
知
ら
れ
て
い
た
頃
の
論
考
で
、
人
物
比
定
不
能
と
し
な
が
ら

も
石
見
国
守
護
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
た）34
（

。
史
料
三
は
現
在
、
史
料
原
本
の
翻
刻
が
『
山
口
県
史
　
史
料
編
中
世
三
』
に
収
録
さ

れ
、
花
押
か
ら
発
給
者
が
石
橋
和
義
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る）35
（

。
史
料
三
は
君
谷
氏
に
対
し
て
所
領
の
臨
時
給
付
で
あ
る
預

け
置
き
を
行
い
つ
つ
、「
致
軍
忠
者
」
と
軍
功
を
挙
げ
る
こ
と
を
条
件
に
恒
久
給
付
と
し
て
将
軍
の
「
御
下
文
」
を
与
え
る
つ
も

り
と
し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
軍
事
的
忠
誠
の
要
求
か
ら
、
石
見
国
人
君
谷
氏
が
和
義
の
下
へ
参
陣
し
て
い
た
こ
と
を
確
定
さ
せ
る

も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
山
陽
道
の
備
前
国
で
の
活
動
を
専
ら
に
し
て
い
た
和
義
が
、
山
陰
道
の
石
見
国
人
に
文
書
を
発
給
し
、

所
領
給
付
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
史
料
三
か
ら
示
さ
れ
る
。
佐
藤
進
一
氏
は
前
記
し
た
よ
う
に
和
義
の
守
護
兼
摂
と
広
域
的
な
活

動
に
否
定
的
見
方
を
さ
れ
た）36
（

。
実
際
は
本
論
で
取
り
上
げ
た
史
料
一
〜
三
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
和
義
は
一
国
を
超
え
る
活
動
を
行

っ
て
い
た
。
こ
れ
は
広
域
的
な
軍
事
指
揮
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
評
価
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
だ
ろ
う
。
和
義
は
「
武
家
方

大
将
軍
」
と
称
さ
れ
た
通
り
、
中
国
地
方
で
広
域
的
な
特
別
軍
事
指
揮
者
で
あ
る
国
大
将
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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三
　「
武
家
方
大
将
軍
」
と
守
護

　
前
節
で
は
、「
武
家
方
大
将
軍
」
石
橋
和
義
が
単
な
る
一
軍
事
指
揮
者
で
は
な
く
、
広
域
的
な
特
別
軍
事
指
揮
者
で
あ
る
国
大

将
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
佐
藤
進
一
氏
が
和
義
を
一
軍
事
指
揮
者
と
判
断
さ
れ
た
根
拠
の
一
つ
に
は
、
守
護
を
兼
任
し
た
可

能
性
の
低
い
こ
と
が
あ
っ
た）37
（

。
前
掲
史
料
三
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
、
佐
藤
氏
が
史
料
三
の
発
給
者
を
石
見
守
護
と
推
定
さ

れ
た
こ
と
に
触
れ
た
。
和
義
は
石
見
守
護
を
兼
摂
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
観
応
の
擾
乱
後
に
派
遣
さ
れ
た
国
大
将
で
あ
る
和

義
の
場
合
、
守
護
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
を
論
じ
る
た
め
に
、
こ
の
問
題
に
着
目
し
た
い
。

　
石
橋
和
義
が
石
見
国
守
護
で
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
関
係
史
料
と
し
て
、
史
料
三
の
発
給
翌
月
、
文
和
元
年
一
一
月
二
五
日
付

足
利
義
詮
御
判
御
教
書
が
あ
る）38
（

。
同
文
書
中
で
は
、
石
見
凶
徒
退
治
の
た
め
に
荒
川
詮
頼
の
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
石
見
国
人
の
周

布
兼
氏
に
伝
達
さ
れ
て
い
る）39
（

。
派
遣
さ
れ
た
荒
川
詮
頼
は
守
護
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
証
さ
れ
て
い
る）40
（

が
、
和
義
と
詮
頼
は
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
史
料
四
・
五
を
用
い
る
。

【
史
料
四
】
宇
都
宮
蓮
智
施
行
状
「
備
後
鼓
文
書）41
（

」

備
後
国
泉
村
地
頭
職
波
佐
竹
四
郎
次
郎

跡

事
、
任
二

去
年
二
月
十
五
日
御
下
文
一、
可
レ

被
レ

沙
汰
付
三
吉
少
納
言
坊
覚
弁
一

之
状
、

依
レ

仰
執
達
如
レ

件
、

　
　
文
和
元
年
十
月
三
日
　
　
　
　
　
沙

（
宇
都
宮
蓮
智
）
弥
（
花
押
）

　
　
岩
村
禅
師
御
房

　
こ
こ
に
掲
げ
た
史
料
四
は
引
付
頭
人
か
ら
足
利
尊
氏
恩
賞
宛
行）42
（

の
施
行
を
岩
松
頼
宥
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
文
和
元
年
一
〇
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月
三
日
と
い
う
発
給
年
月
日
に
あ
る
よ
う
に
、
史
料
三
と
は
同
月
に
発
給
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
史
料
四
の
頼
宥
は
、
同
年
六
月
、

足
利
義
詮
か
ら
備
後
へ
と
凶
徒
退
治
の
た
め
に
派
遣
し
た
こ
と
を
備
後
国
人
へ
伝
達
さ
れ
た
人
物
で
あ
る）43
（

。
一
国
単
位
の
軍
事
指

揮
者
で
施
行
状
の
宛
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
頼
宥
は
備
後
国
守
護
で
あ
っ
た
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
備
後
国
人
を
率
い

て
石
橋
和
義
が
国
大
将
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
き
、
備
後
に
は
別
人
が
守
護
と
し
て
補
任
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
別
人
が
守
護
で
あ
っ
た
備
後
に
対
し
て
、
石
橋
和
義
が
活
動
し
て
い
た
備
前
国
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

【
史
料
五
】
備
前
守
信
重
請
文
案
「
大
和
大
安
寺
文
書）44
（

」

額
安
寺
領
備
前
国
金
岡
東
庄
事
、
任
下

被
二

仰
下
一

之
旨
上、
沙
汰
付
　
　
雑
掌
一

訖
、
以
二

此
旨
一、
可
レ

有
二

御
披
露
一

候
、
恐
惶

謹
言
、

　
　
観
応
三
年
十
月
十
一
日
　
　
　
　
　
備（

松
田
）

前
守
信
重
判

　
備
前
国
で
は
、
こ
こ
に
史
料
五
と
し
て
掲
げ
た
よ
う
に
、
史
料
三
と
同
月
、
遵
行
に
つ
い
て
の
請
文
を
松
田
信
重
が
提
出
し
て

い
る
。
松
田
信
重
は
観
応
三
年
八
月
に
足
利
義
詮
か
ら
他
の
案
件
で
遵
行
を
命
じ
ら
れ
て
お
り）45
（

、
史
料
五
も
守
護
の
活
動
で
あ
っ

た
と
評
価
で
き
る
。
残
る
備
中
も
和
義
の
「
武
家
方
大
将
軍
」
と
し
て
の
活
動
期
間
（
文
和
元
年
一
〇
月
〜
文
和
二
年
七
月
）
中

の
観
応
三
年
八
月
・
文
和
二
年
一
二
月
に
秋
庭
備
中
守
が
遵
行
を
命
じ
ら
れ
て
い
る）46
（

。
備
前
・
備
後
の
事
例
か
ら
み
て
和
義
は
備

中
国
守
護
職
も
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
石
橋
和
義
の
「
武
家
方
大
将
軍
」
と
し
て
の
活
動
期
間
、
中
国
地
方
各
国
で
は
和
義
以
外
が
守
護
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
佐
藤
進

一
氏
が
す
で
に
考
証
さ
れ
て
い
る）47
（

。
史
料
三
の
発
給
年
月
時
点
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
の
か
を
史
料
四
・
五
に
よ
っ
て
論
じ
た
が
、
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石
見
で
の
み
守
護
を
兼
任
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
史
料
三
も
守
護
で
は
な
い
立
場
か
ら
発
給
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
建
武
三
（
一
三
三
五
）
年
二
月
の
室
津
軍
議
以
来
、
国
大
将
の
守
護
の
関
係
に
は
変
遷
が
あ
っ
た
。
室
津
軍
議
で
は
、
基
本
的

に
足
利
一
門
出
身
の
国
大
将
と
外
様
出
身
の
守
護
が
中
国
地
方
に
併
置
さ
れ
る
と
い
う
形
が
と
ら
れ
た）48
（

。
そ
の
後
、
石
見
の
上
野

頼
兼
、
日
向
の
畠
山
直
顕
と
長
期
間
活
動
す
る
国
大
将
は
主
要
活
動
国
の
守
護
を
兼
摂
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た）49
（

。
和
義
の
場

合
、
室
津
軍
議
と
違
い
、
中
国
地
方
で
た
だ
一
人
の
国
大
将
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
一
国
も
守
護
を
兼
摂
せ
ず
、
す
べ
て
別

人
が
守
護
に
補
任
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う
み
る
べ
き
か
「
武
家
方
大
将
軍
」
石
橋
和
義
と
守
護
の
関
係
を
次
章
で

検
討
し
た
い
。

第
二
章
　「
武
家
方
大
将
軍
」
と
在
地

一
　「
武
家
方
大
将
軍
」
と
守
護
の
所
領
給
付

　
前
章
で
は
、「
武
家
方
大
将
軍
」
と
称
さ
れ
た
石
橋
和
義
が
、
そ
の
通
称
の
通
り
中
国
地
方
で
広
域
的
に
活
動
し
た
特
別
軍
事

指
揮
者
、
国
大
将
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
た
だ
し
、
上
野
頼
兼
等
の
和
義
以
前
に
中
国
地
方
へ
派
遣
さ
れ
た
国
大
将
と
相
違

し
、
一
国
も
守
護
を
兼
ね
ず
、
す
べ
て
別
人
が
守
護
に
補
任
さ
れ
て
い
た
。
国
大
将
と
守
護
の
関
係
は
、
観
応
以
前
で
あ
れ
ば
守

護
に
軍
勢
催
促
を
下
命
し
た
事
例
が
あ
り）50
（

、
和
義
の
後
に
中
国
地
方
へ
派
遣
さ
れ
た
広
域
統
括
者
で
あ
る
中
国
管
領
は
守
護
に
遵

行
を
命
じ
て
い
た）51
（

。
観
応
の
擾
乱
後
に
派
遣
さ
れ
た
国
大
将
と
し
て
和
義
は
守
護
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
を
、
本
節

で
考
察
す
る
。

　
本
論
で
は
石
橋
和
義
と
各
国
守
護
の
関
係
に
つ
い
て
、
所
領
給
付
に
注
目
し
た
い
。
花
田
卓
司
氏
は
、
足
利
一
門
出
身
大
将
・
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守
護
と
外
様
出
身
守
護
の
所
領
給
付
文
書
を
網
羅
さ
れ
て
考
察
を
行
い
、
外
様
出
身
守
護
に
よ
る
所
領
給
付
が
観
応
の
擾
乱
以
降

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た）52
（

。
外
様
出
身
守
護
も
所
領
給
付
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
地

方
で
鎮
定
を
行
う
国
大
将
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
の
点
に
関
し
て
使
用
し
た
い
の
が
表
①
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
建
武
三
年
二
月
の
室
津
軍
議
か
ら
中
国
管
領
が
派
遣
さ
れ
る
文

和
五
（
一
三
五
六
）
年
七
月
の
中
国
管
領
派
遣
ま
で
の
、
中
国
地
方
に
お
け
る
国
大
将
・
守
護
の
所
領
給
付
事
例
を
一
覧
表
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
、
中
国
地
方
で
の
所
領
給
付
は
観
応
以
前
、
国
大
将
・
中
国
探
題
と
広
域
統
括
者
の
み
が
行
い
、

足
利
一
門
出
身
で
あ
っ
て
も
守
護
の
事
例
は
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
が
浮
か
び
上
が
る
。
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
た
め
詳
述
は
避
け

る
が
、
こ
の
こ
と
は
四
国
等
の
他
地
方
で
も
同
様
で
あ
っ
た）53
（

。
観
応
の
擾
乱
以
前
の
中
国
地
方
に
お
け
る
所
領
給
付
は
国
大
将
以

上
の
広
域
統
括
者
の
み
が
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
表
①
に
関
し
て
さ
ら
に
指
摘
し
た
い
の
が
、
石
橋
和
義
の
活
動
期
間
で
あ
る
文
和
元
年
一
〇
月
〜
文
和
二
年
七
月
、
中
国
地
方

で
は
国
大
将
と
守
護
の
所
領
給
付
が
並
立
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
和
義
の
活
動
の
確
認
さ
れ
な
い
地
域
で
は
あ
る
が
、
堀
川
康

史
氏
は
、
文
和
年
間
、
出
雲
国
で
有
力
国
人
の
朝
山
氏
が
闕
所
処
分
を
行
っ
た
事
例
を
紹
介
さ
れ
て
い
る）54
（

。
広
域
統
括
者
の
み
が

所
領
給
付
を
行
っ
て
い
た
状
況
か
ら
、
当
該
期
の
中
国
地
方
は
国
大
将
だ
け
で
な
く
守
護
・
有
力
国
人
も
行
う
と
い
う
多
元
化
し

た
所
領
給
付
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
所
領
給
付
は
初
期
室
町
幕
府
の
い
わ
ゆ
る
尊
氏
・
直
義
の
二
頭
政
治
期
で
も
、
尊
氏
の
み
が
恩
賞
宛
行
を
行
っ
た
よ
う
に
、
主

君
と
し
て
の
将
軍
の
専
権
事
項
で
あ
っ
た）55
（

。
そ
れ
ゆ
え
に
、
国
大
将
以
上
の
広
域
統
括
者
の
み
が
地
方
で
所
領
給
付
を
行
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
観
応
の
擾
乱
以
降
に
は
守
護
ひ
い
て
は
有
力
国
人
も
所
領
給
付
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

国
大
将
の
み
が
派
遣
地
方
で
所
領
給
付
を
行
え
る
と
い
う
特
性
は
消
え
る
結
果
に
な
っ
た
。
観
応
の
擾
乱
後
の
地
方
の
所
領
給
付
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は
、
国
大
将
と
守
護
に
よ
る
競
合
関
係
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
守
護
の
求
心
力
を
高
め
、
国
人
の
離
反
を
阻
止
し

各
国
を
固
め
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
軍
事
に
専
念
し
複
数
国
を
活
動
領
域
と
す
る
国
大
将
と
し
て
石

橋
和
義
を
派
遣
し
、
山
名
氏
と
い
っ
た
反
幕
府
勢
力
を
鎮
定
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

二
　「
武
家
方
大
将
軍
」・
守
護
と
国
人

　
観
応
の
擾
乱
後
、
国
大
将
と
守
護
の
関
係
は
、
管
国
内
で
競
合
状
態
と
い
え
る
面
の
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
反
幕
府
勢
力
に

対
抗
す
る
た
め
に
と
っ
た
体
制
の
結
果
は
、
史
料
一
で
「
中
国
辺
大
略
令
レ

属
二

山
名
右
馬
権
頭
一

」
し
め
と
山
名
氏
の
強
勢
と

「
纔
二
三
百
騎
勢
、
在
二

備
前
国
一

」
り
と
い
う
情
報
が
京
に
届
き
、
史
料
二
傍
線
部
④
で
は
旗
下
国
人
か
ら
も
敗
北
が
記
さ
れ
る

と
い
う
劣
勢
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
和
義
は
文
和
二
年
七
月
、
上
洛
し
た
南
朝
・
山
名
勢
に
対
抗
す
る
た
め
畿
内
へ
向
か
う）56
（

。
さ

ら
に
和
義
が
中
国
地
方
を
離
れ
た
文
和
三
（
一
三
五
四
）
年
に
は
、
直
冬
党
の
中
国
地
方
か
ら
の
上
洛
を
幕
府
方
は
許
す
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。
守
護
の
職
権
を
拡
大
し
、
国
大
将
を
派
遣
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
要
因
は
何
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
第
一
点
と
し
て
、
前
節
で
論
じ
た
所
領
給
付
者
の
多
元
化
が
あ
る
。
観
応
の
擾
乱
以
降
、
守
護
が
地
方
の
統
合
を
担
う
存

在
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
と
さ
れ
る）57
（

。
と
こ
ろ
が
「
武
家
方
大
将
軍
」
と
し
て
石
橋
和
義
が
派
遣
さ
れ
た
中
国
地
方
で
は
、
軍
忠
に

励
ん
だ
国
人
に
所
領
を
与
え
る
結
集
の
核
と
な
る
対
象
が
、
国
大
将
と
守
護
、
複
数
い
る
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
複
数

い
る
核
の
行
使
す
る
所
領
給
付
は
表
①
に
み
え
る
よ
う
に
す
べ
て
預
け
置
き
と
内
容
上
の
優
劣
も
な
か
っ
た
。
和
義
と
各
国
守
護

に
連
携
も
み
ら
れ
ず
、
こ
れ
で
は
直
冬
の
下
で
旧
直
義
党
も
吸
収
し
た
直
冬
党
に
対
抗
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。



146

学習院大学人文科学論集 XXX（2021）
表
①
　
建
武
3
年
～
文
和
5
年
の
中
国
地
方
守
護
・
国
大
将
所
領
給
付
事
例

番
号
年
月
日

文
書
名

形
式

対
象
国
出
典

備
考

1
建
武

3（
1336）

年
3
月

8
日

桃
井
義
盛
預
ヶ
状

下
文

安
芸

周
防
吉
川
家
文
書
（『
南
遺
　
中

四
』

282）
国
大
将

2
建
武

3（
1336）

年
3
月

8
日

桃
井
義
盛
預
ヶ
状
案

下
文

安
芸

長
門
毛
利
家
文
書
（『
南
遺
　
中

四
』

283）
国
大
将

3
建
武

3（
1336）

年
3
月

8
日

桃
井
義
盛
預
ヶ
状
案

下
文

安
芸

長
門
毛
利
家
文
書
（『
南
遺
　
中

四
』

284）
国
大
将

4
建
武

3（
1336）

年
3
月

8
日

桃
井
義
盛
預
ヶ
状
案

下
文

安
芸

長
門
熊
谷
家
文
書
（『
南
遺
　
中

四
』

285）
国
大
将

5
建
武

3（
1336）

年
3
月

8
日

桃
井
義
盛
預
ヶ
状
案

下
文

安
芸

長
門
内
藤
家
文
書
（『
南
遺
　
中

四
』

286）
国
大
将

6
建
武

3（
1336）

年
5
月

14
日

足
利
直
義
御
判
御
教
書

御
判
御
教
書
備
後

鈴
鹿
太
郎
氏
所
蔵
朝
山
文
書

（『
南
遺
　
中
四
』

359）

文
中
で
「
今
河
三
郎
顕
氏
預
置
軍

忠
之
仁
歟
」
と
国
大
将
今
川
顕
氏

に
よ
る
所
領
給
付
に
触
れ
る

7
建
武

4（
1337）

年
正
月

11
日

上
野
頼
兼
預
ヶ
状

直
状

石
見

石
見
内
田
文
書
（『
南
遺
　
中
四
』

565）
国
大
将

8
貞
和

5（
1349）

年
6
月

20
日

某
（
足
利
直
冬
ヵ
）
預
ヶ
状
写
直
状

長
門

南
山
巡
狩
録
追
加
三
（『
南
遺
　

中
四
』

1717）

『
大
日
本
史
料
』

6─ 12
で
は
発
給

者
を
長
門
国
守
護
と
推
定
、
守
護

と
す
る
な
ら
中
国
探
題
足
利
直
冬

が
兼
務

9
観
応
元
（

1350）
年

6
月

19
日

武
田
氏
信
預
ヶ
状

直
状

安
芸

長
門
熊
谷
家
文
書
（『
南
遺
　
中

四
』

1830）
守
護

10
観
応
元
（

1350）
年

7
月

17
日

高
師
泰
書
状
写

書
状

安
芸

長
門
毛
利
家
文
書
（『
南
遺
　
中

四
』

1842）
安
芸
守
護
武
田
氏
の
闕
所
処
分
に

つ
い
て
文
中
で
触
れ
る
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11
観
応
元
（

1350）
年

8
月

25
日

高
師
泰
書
状

書
状

備
前

中
野
忠
太
郎
氏
所
蔵
手
鏡
（『
南

遺
　
中
四
』

1868）
備
前
守
護
松
田
氏
の
闕
所
処
分
に

つ
い
て
文
中
で
触
れ
る

12
文
和
元
（

1352）
年

10
月

17
日
石
橋
和
義
預
ヶ
状

直
状

石
見

「
出
羽
家
文
書
」（『

山
口
県
史
　

史
料
編
　
中
世
三
』）

国
大
将

13
文
和
元
（

1352）
年

12
月

27
日
武
田
氏
信
預
ヶ
状

直
状

安
芸

長
門
内
藤
家
文
書
（『
南
遺
　
中

四
』

2422）
守
護

14
文
和
元
（

1352）
年

12
月

27
日
武
田
氏
信
預
ヶ
状

直
状

安
芸

長
門
内
藤
家
文
書
（『
南
遺
　
中

四
』

2423）
守
護

15
文
和
元
（

1352）
年

12
月

27
日
武
田
氏
信
預
ヶ
状

直
状

安
芸

長
門
内
藤
家
文
書
（『
南
遺
　
中

四
』

2424）
守
護

16
文
和

2（
1353）

年
2
月

10
日

荒
川
詮
頼
預
ヶ
状

奉
書

石
見

石
見
庵
原
文
書
（『
南
遺
　
中
四
』

2437）
守
護

※
文
和

2（
1353）

年
7
月

18
日

朝
山
景
連
預
ヶ
状
写

直
状

出
雲

諸
家
文
書
纂
所
収
三
刀
文
書

（『
南
遺
　
中
四
』

2499）
国
人

18
文
和

2（
1353）

年
11
月

6
日

荒
川
詮
頼
預
ヶ
状

奉
書

石
見

田
中
大
喜
・
中
島
圭
一
・
中
司
健

一
・
西
田
友
広
・
渡
邊
浩
貴
「
益

田
實
氏
所
蔵
新
出
中
世
文
書
の
紹

介
」

5（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
報
告
』

212、
2017

年
）

守
護

19
文
和

3（
1354）

年
7
月

5
日

岩
松
頼
宥
預
ヶ
状

直
状

備
後

備
後
浄
土
寺
文
書
（『
南
遺
　
中

四
』

2623）
守
護

※
文
和

3（
1354）

年
9
月

26
日

朝
山
景
連
預
ヶ
状

書
状

出
雲

鈴
鹿
太
郎
氏
所
蔵
朝
山
文
書

（『
南
遺
　
中
四
』

2652）
国
人

21
文
和

5（
1356）

年
3
月

16
日

武
田
氏
信
預
ヶ
状

直
状

安
芸

長
門
熊
谷
家
文
書
（『
南
遺
　
中

四
』

2809）
守
護

6・
10・

11
は
発
給
文
書
は
残
存
し
な
い
が
表
登
載
史
料
か
ら
事
例
の
存
在
を
推
定
で
き
る
た
め
載
せ
た
。
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次
に
第
二
点
と
し
て
史
料
六
を
取
り
上
げ
る
。

【
史
料
六
】
岩
松
頼
宥
書
下
「
備
後
浄
土
寺
文
書）58
（

」

浄
土
寺
雑
掌
申
、
備
後
国
得
良
郷
地
頭
職
事
、
依
レ

為
二

要
害
地
一、
於
二

下
地
一

者
、
預 

置
山
内
兵
庫
允
通
氏
一、
有
レ

限
至
二

土

貢
一

者
、
無
二

不
法
之
儀
一、
可
レ

沙 

汰 

渡
寺
家
一

之
旨
、
先
日
出
二

事
書
一

畢
、
而
通
氏
違 

背
寺
家
一

条
、
尤
無
レ

謂
、
所
詮
向

後
所
務
代
事
、
如
レ

元
可
レ

為
二

寺
家
之
沙
汰
一

之
状
如
レ

件
、

　
　
文
和
三
年
十
月
十
七
日
　
　
　
頼（

岩
松
）宥

（
花
押
）

　
史
料
六
傍
線
部
に
よ
れ
ば
備
後
国
守
護
岩
松
頼
宥
は
、
浄
土
寺
領
備
後
国
得
良
郷
が
要
害
の
地
で
あ
る
の
で
備
後
国
人
山
内
通

氏
へ
年
貢
を
浄
土
寺
側
に
渡
す
こ
と
を
条
件
に
預
け
置
い
た
。
だ
が
通
氏
が
そ
れ
を
守
ら
な
か
っ
た
た
め
預
け
置
き
を
取
消
し
、

浄
土
寺
の
下
地
進
止
回
復
を
認
め
て
い
る
。
守
護
に
よ
る
所
領
給
付
が
在
地
で
問
題
と
な
り
、
給
付
を
行
っ
た
守
護
の
下
へ
提
訴

さ
れ
、
給
付
が
取
り
消
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た）59
（

。

　
守
護
に
よ
る
所
領
給
付
は
、
表
①
│
10
の
事
例
の
よ
う
に
守
護
の
恣
意
的
給
付
が
国
人
の
所
領
侵
害
と
な
る
場
合
も
あ
っ
た）60
（

。

分
国
形
成
や
武
士
の
支
配
の
拡
大
と
い
う
こ
と
で
捉
え
ら
れ
る
所
領
給
付
は
、
在
地
に
混
乱
を
生
み
出
す
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
は
じ
め
に
で
触
れ
た
よ
う
に
、
近
年
、
南
北
朝
時
代
の
合
戦
で
は
、
指
揮
下
に
あ
る
国
人
側
の
主
体
性
に
も
向
け
る
べ
き
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
。
国
人
側
か
ら
見
れ
ば
、
恩
賞
の
混
乱
、
結
集
す
る
核
の
多
元
化
は
、
地
方
に
お
け
る
幕
府
方
の
求
心
力
を
低

下
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
「
武
家
方
大
将
軍
」
石
橋
和
義
に
よ
る
鎮
定
が
失
敗
し
た
要
因
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
多
元
化
・
在
地
の
混
乱
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と
、
和
義
が
広
域
的
な
軍
事
指
揮
者
で
あ
っ
て
も
地
方
を
広
域
的
に
統
括
す
る
と
い
う
こ
と
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
観
応
以
前
の
国
大
将
で
あ
れ
ば
地
方
で
唯
一
の
所
領
給
付
者
、
守
護
の
優
位
に
立
つ
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
和
義
に
は
そ
れ

が
な
く
、
国
人
に
対
す
る
求
心
力
に
乏
し
い
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
三
章
　「
武
家
方
大
将
軍
」
の
活
動
基
盤

一
　
国
大
将
の
活
動
基
盤

　
第
一
章
・
第
二
章
と
「
武
家
方
大
将
軍
」
石
橋
和
義
の
活
動
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
和
義
は
国
大
将
と
し
て
一
国
を
超
え
る

広
域
的
な
活
動
を
行
え
た
が
、
観
応
以
前
の
地
方
に
お
け
る
唯
一
の
所
領
給
付
権
者
と
い
う
国
大
将
の
特
性
を
失
っ
て
お
り
、
そ

れ
が
活
動
失
敗
の
要
因
と
な
っ
た
と
論
じ
た
。
で
は
、
そ
の
活
動
基
盤
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
。
観
応
の
擾
乱
以
前
に
派
遣
さ

れ
た
国
大
将
上
野
頼
兼
を
考
察
し
た
際
、
そ
の
活
動
基
盤
は
幕
府
中
央
か
ら
分
属
さ
れ
た
奉
行
人
・
幕
府
直
属
御
家
人
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た）61
（

。
観
応
の
擾
乱
後
の
国
大
将
の
活
動
基
盤
に
変
容
は
あ
っ
た
の
か
確
認
し
た
い
。

　「
武
家
方
大
将
軍
」
石
橋
和
義
に
つ
い
て
は
、
活
動
期
間
も
短
期
で
あ
り
、
活
動
基
盤
に
つ
い
て
考
察
す
る
史
料
は
と
ぼ
し
い
。

そ
こ
で
参
照
し
た
い
の
が
高
師
泰
で
あ
る
。
足
利
一
門
出
身
の
石
橋
和
義
と
足
利
根
本
被
官
出
身
の
高
師
泰
と
で
は
、
出
身
が
相

違
す
る
も
の
の）62
（

、
両
者
と
も
に
引
付
頭
人
等
幕
府
中
央
で
要
職
を
務
め
つ
つ
守
護
と
し
て
も
活
動
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
師
泰
は

和
義
の
前
任
と
し
て
中
国
地
方
へ
派
遣
さ
れ
中
国
大
将
と
評
価
さ
れ
る
広
域
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
た）63
（

。
観
応
・
文
和
と
時
期
の

近
時
さ
も
あ
り
参
照
で
き
る
と
判
断
す
る
。

　
中
国
大
将
と
研
究
上
で
評
価
さ
れ
る
高
師
泰
の
下
に
は
、
幕
府
奉
行
人）64
（

が
右
筆
と
し
て
分
属
さ
れ
て
い
た
。
師
泰
は
幕
府
奉
行
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人
を
引
き
連
れ
て
中
国
地
方
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
参
考
に
し
た
い
の
が
次
の
史
料
七
で
あ
る
。

【
史
料
七
】
高
師
泰
感
状）65
（

周
防
国
凶
徒
退
治
事
、
被
レ

抽
二

軍
忠
一

之
由
、
曽
我
四
郎
左
衛
門
尉
所
二

注
申
一

也
、
殊
以
神
妙
、
弥
可
レ

被
レ

致
二

忠
節
一

状
、

依
レ

仰
執
達
如
レ

件
、

　
　
観
応
元
年
十
二
月
七
日
　
越（

高
師
泰
）後守

（
花
押
）

　
内
田
左
衛
門
三
郎
殿

　
史
料
七
は
高
師
泰
が
配
下
で
活
躍
し
た
石
見
国
人
の
俣
賀
氏
に
発
給
し
た
感
状
で
あ
る
。
こ
の
史
料
で
重
要
な
の
が
傍
線
部
の

「
曽
我
四
郎
左
衛
門
尉
」
で
あ
る
。「
曽
我
四
郎
左
衛
門
尉
」
が
曽
我
氏
の
ど
の
系
統
の
人
物
か
は
判
然
と
し
な
い
が）66
（

、
曽
我
氏
に

は
奉
公
衆
に
な
る
一
族
も
お
り
、
そ
の
系
統
の
曽
我
師
助
は
師
直
の
偏
諱
を
受
け
た
と
さ
れ
る）67
（

。
師
泰
旗
下
で
戦
功
注
申
を
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
幕
府
直
属
御
家
人
で
あ
る
「
当
参
奉
公
」
系
の
曽
我
氏
と
み
ら
れ
る）68
（

。
師
泰
は
、
幕
府
の
「
当
参
奉
公
」
を
配

下
の
軍
勢
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
師
泰
は
幕
府
分
属
の
者
を
文
武
両
面
で
活
動
基
盤
に
し
て
い
た
。
こ
れ
は
前
記
し
た
観
応
の

擾
乱
以
前
の
国
大
将
上
野
頼
兼
と
同
様
で
あ
っ
た）69
（

。

　
石
橋
和
義
は
、
後
年
、
子
息
の
石
橋
棟
義
と
共
に
東
北
へ
奥
州
大
将
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
。
そ
の
活
動
時
、
育
成
し
た
被
官
を

用
い
た
微
証
は
な
い）70
（

。
奥
州
時
か
ら
み
て
中
国
地
方
で
の
活
動
時
の
和
義
も
同
じ
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。「
武
家
方
大
将
軍
」

石
橋
和
義
は
独
自
の
基
盤
で
活
動
す
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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二
　
中
国
管
領
と
の
比
較

　
観
応
の
擾
乱
後
に
派
遣
さ
れ
た
国
大
将
で
あ
る
石
橋
和
義
の
活
動
基
盤
は
、
観
応
の
擾
乱
以
前
の
国
大
将
と
大
差
な
い
も
の
と

推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、
和
義
の
次
に
中
国
地
方
へ
派
遣
さ
れ
た
広
域
統
括
者
で
あ
る
中
国
管
領
の
細
川
頼
之
の
場

合
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
頼
之
は
直
冬
党
の
鎮
定
に
成
果
を
挙
げ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る）71
（

。
そ
の
頼
之
は
中
国
管

領
と
し
て
分
国
国
人
を
帯
同
し
て
い
た
こ
と
を
、
論
者
は
別
稿
で
論
じ
た）72
（

。
本
節
で
は
帯
同
し
た
一
族
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
国

大
将
等
の
前
任
者
と
の
違
い
を
検
討
し
た
い
。

　
中
国
管
領
細
川
頼
之
は
実
弟
の
細
川
頼
有
を
備
後
守
護
に
補
任
す
る
よ
う
取
り
計
ら
っ
て
い
た）73
（

。
こ
れ
は
、
一
族
を
派
遣
地
方

の
守
護
と
し
て
置
く
こ
と
で
、
広
域
統
括
者
と
守
護
の
連
携
を
強
化
す
る
目
的
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
弟
以
外
の
一
族
の
起
用
は

ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
史
料
八
が
参
考
と
な
る
。

【
史
料
八
】
足
利
義
詮
御
教
書
写
「
肥
後
細
川
家
文
書）74
（

」

備
中
国
浅
井
郷
内
畠
山
丹
波
守

跡

事
、
為
二

細
河
七
郎
三
郎
入
道
義
兼
勲
功
地
一

之
処
、
彼
跡
無
主
之
間
、
非
レ

成
二

料
所
一、
所
レ

諸
（
預
ヵ
）

置
曽
我
兵
庫
助
一

也
、
早
可
レ

打
渡
下
地
於
彼
代
官
一

之
状
如
レ

件
、

　
　
貞
治
四
年
七
月
十
日
　
　
　
　
　（
花（

足
利
義
詮
）

押
影
）

　
　
　
宮
下
野
入
道
殿

　
史
料
八
は
足
利
義
詮
が
備
中
国
守
護
の
宮
氏
信
へ
遵
行
を
命
じ
た
も
の
で
、
畠
山
丹
波
守
跡
備
中
国
浅
井
郷
を
細
河
七
郎
三
郎

入
道
義
兼
の
勲
功
地
と
し
て
与
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
義
兼
の
跡
が
無
主
で
あ
っ
た
の
で
曽
我
兵
庫
助
に
預
け
置
く
こ
と
に
し
た
と
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し
て
い
る
。
本
論
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
傍
線
部
で
あ
る
。
細
河
七
郎
三
郎
入
道
義
兼
に
つ
い
て
は
、
細
川
氏
の
諸
系
図
に
名
は

見
え
な
い
が
、「
細
河
」
と
い
う
名
字
と
史
料
八
が
近
世
肥
後
細
川
家
の
入
手
し
た
頼
有
系
細
川
氏
の
文
書
中
の
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら）75
（

、
細
川
一
族
の
人
間
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
義
兼
は
い
つ
「
勲
功
地
」
と
し
て
手
に
入
れ
た
の
か
。
史
料
八
で
「
跡
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
畠
山
丹
波
守
に
つ
い
て
は
、

備
後
・
備
中
で
直
冬
党
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る）76
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
小
川
信
氏
は
、
畠
山
丹
波
守
を
直
義
党
で

あ
っ
た
日
向
の
国
大
将
畠
山
直
顕
の
弟
頼
継
で
あ
る
と
比
定
し
て
い
る）77
（

。
そ
の
頼
継
は
直
義
の
熊
野
参
詣
供
奉
人
を
務
め
る
な
ど

直
義
党
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら）78
（

、
観
応
の
擾
乱
以
降
に
所
領
を
闕
所
に
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
義
兼
へ
の
備
中
国
浅
井

郷
の
恩
賞
宛
行
は
観
応
以
降
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。
細
川
氏
と
中
国
地
方
の
関
係
は
、
頼
之
の
父
細
川
頼
春
が
備
後
守
護
を
務

め
た
も
の
の
、
擾
乱
以
前
の
貞
和
五
年
三
月
ま
で
に
離
任
し
て
い
る
。
そ
れ
以
後
、
細
川
氏
が
史
料
八
発
給
年
の
貞
治
四
（
一
三

六
五
）
年
ま
で
に
備
中
国
で
勲
功
地
を
手
に
入
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
は
頼
之
の
中
国
管
領
在
任
期
以
外
に
存
在
し
な
い
。
義
兼

は
頼
之
の
中
国
管
領
在
任
に
帯
同
し
戦
功
を
挙
げ
た
こ
と
で
浅
井
郷
を
与
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る）79
（

。

　
細
川
一
族
旧
領
が
頼
之
の
中
国
管
領
在
任
期
に
由
来
す
る
可
能
性
を
備
中
国
の
事
例
で
論
じ
た
。
こ
の
こ
と
は
安
芸
に
つ
い
て

も
同
様
な
事
例
が
存
在
す
る
。

【
史
料
九
】
足
利
義
満
（
ヵ
）
安
堵
状
写
「
長
門
小
早
川
家
證
文）80
（

」

　
　
　
　
　
　
　「（

押
紙
）袖判
」（
義
満
ヵ
）

安
芸
国
豊
田
郡
内
造
果
保
除
　

細
川
淡
路
守

氏
之
知
行
分　
、

事
、
右
任
二

御
下
文
下
知
状
等
之
旨
一、
小
早
河
安
芸
守
宗
平
可
二

領
掌
一

之
状
如
レ

件
、

　
　
　
　
応
安
元
年
十
二
月
廿
六
日

二

一
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史
料
九
は
小
早
川
宗
平
に
対
し
て
、
安
芸
国
造
果
保
を
安
堵
す
る
が
傍
線
部
「
細
川
淡
路
守
氏
之
知
行
分
」
は
除
外
す
る
と
し

て
い
る
。
造
果
保
に
つ
い
て
は
、
文
和
三
年
に
小
早
川
氏
平
に
預
け
置
か
れ
て
文
和
年
間
に
何
度
か
小
早
川
氏
関
係
文
書
に
名
が

み
え
る）81
（

。
造
果
保
地
頭
職
は
厳
島
領
で
も
あ
っ
た
が
、
応
安
元
（
一
三
六
八
）
年
以
前
に
、
小
早
川
な
い
し
厳
島
領
と
し
て
史
料

に
登
場
す
る
の
は
、
文
和
三
年
・
延
文
二
年
で
あ
る）82
（

。
上
記
ま
で
に
細
川
氏
が
造
果
保
関
係
史
料
に
登
場
し
た
こ
と
は
な
く
、
造

果
保
内
の
細
川
知
行
分
は
文
和
・
延
文
年
間
か
ら
応
安
元
年
ま
で
の
間
に
設
定
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
細
川

一
族
の
獲
得
所
領
に
は
頼
之
の
分
国
経
営
に
よ
っ
て
手
に
入
れ
た
も
の
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
る）83
（

。
応
安
元
年
ま
で
に
、
細
川
氏
が

安
芸
国
に
関
わ
っ
た
の
は
、
頼
之
の
中
国
管
領
期
の
み
で
あ
る
こ
と
と
合
わ
せ
る
と
、
該
当
除
外
分
は
中
国
管
領
細
川
頼
之
の
活

動
に
関
係
し
て
細
川
一
門
で
あ
る
「
細
川
淡
路
守
」
が
手
に
入
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

　「
細
川
淡
路
守
氏
之
」
が
頼
之
と
関
係
の
あ
っ
た
人
物
な
の
か
で
あ
る
が
、
当
時
の
細
川
氏
に
は
氏
之
と
い
う
名
の
人
物
が
い

た
。
た
だ
、
そ
の
氏
之
は
官
途
名
が
伊
予
守
で
あ
り
、
延
文
四
年
に
死
去
し
て
い
る）84
（

。「
淡
路
守
」
と
い
う
官
途
名
を
重
視
す
る

と
、
淡
路
守
護
家
が
代
々
淡
路
守
を
名
乗
っ
て
い
る
。
当
時
の
淡
路
守
護
は
細
川
氏
春
な
の
で
、
氏
之
と
一
字
違
い
に
な
る
。
史

料
九
は
写
で
あ
る
た
め
誤
記
の
可
能
性
を
考
慮
す
る
と
、
史
料
九
の
「
細
川
淡
路
守
氏
之
」
は
氏
之
で
は
な
く
氏
春
の
方
が
よ
り

蓋
然
性
が
高
い
。
史
料
九
か
ら
も
頼
之
が
実
弟
の
頼
有
だ
け
で
な
く
他
の
細
川
一
族
も
中
国
鎮
定
に
引
き
連
れ
、
帯
同
一
族
は
中

国
地
方
で
所
領
を
手
に
入
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　
上
野
頼
兼
と
い
っ
た
細
川
頼
之
以
前
に
派
遣
さ
れ
た
広
域
統
括
者
の
一
族
は
、
軍
忠
の
見
知
人
等
を
行
う
な
ど
、
手
足
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
は
い
た）85
（

。
一
方
で
、
活
動
地
域
で
所
領
を
得
る
こ
と
や
、
守
護
に
任
じ
ら
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
。
細
川
重
男
氏
は
末
期
鎌
倉
幕
府
と
室
町
幕
府
の
支
配
層
の
違
い
と
し
て
、
鎌
倉
は
幕
府
高
官
で
あ
る
こ
と
に
依
存
し
て
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い
た
の
に
対
し
て
、
室
町
の
支
配
層
が
分
国
を
基
盤
に
し
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る）86
（

。
師
泰
や
和
義
は
幕
府
中
央
で
の
立

場
を
基
盤
に
す
る
と
い
う
鎌
倉
幕
府
的
な
あ
り
方
に
よ
っ
て
、
任
地
で
活
動
し
て
い
た
と
い
え
る
。
頼
之
は
分
国
を
基
盤
に
し
て

い
た
が
、
帯
同
し
た
一
族
・
国
人
に
派
遣
地
方
で
見
返
り
を
与
え
る
こ
と
で
、
関
係
を
強
化
し
て
い
た
。
広
域
統
括
者
に
と
っ
て
、

派
遣
地
方
で
の
恩
給
を
ど
う
有
効
に
使
う
か
も
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　「
武
家
方
大
将
軍
」
石
橋
和
義
に
関
す
る
考
察
を
通
じ
て
、
観
応
の
擾
乱
後
の
国
大
将
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
石
橋
和
義
は

先
行
研
究
で
は
地
方
に
派
遣
さ
れ
た
一
軍
事
指
揮
者
と
も
評
価
さ
れ
て
き
た
。
本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
和
義
は
複
数
国
の
国
人

に
対
し
て
関
係
を
持
ち
、
所
領
給
付
も
行
い
、
守
護
で
も
な
い
こ
と
か
ら
国
大
将
な
の
で
あ
っ
た
。
観
応
の
擾
乱
以
前
の
国
大
将

は
守
護
を
兼
摂
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
和
義
は
そ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
観
応
以
降
、
職
権
の
拡
大
し
た
守
護
に
管
国

内
の
対
処
に
専
念
さ
せ
、
国
大
将
が
山
名
氏
と
い
っ
た
大
規
模
な
反
幕
府
勢
力
に
対
応
す
る
策
の
結
果
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

和
義
に
よ
る
反
幕
府
勢
力
の
鎮
定
は
成
功
せ
ず
、
反
幕
府
勢
力
の
中
国
地
方
か
ら
の
上
洛
を
許
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
守
護
の
職
権
が
拡
大
し
た
こ
と
で
、
所
領
給
付
と
い
っ
た
国
大
将
の
特
性
が
実
質
的
に
喪
失
し
、
国
大

将
と
守
護
の
活
動
が
国
内
で
競
合
す
る
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
国
人
に
と
っ
て
は
結
集
す
る
核
が
複
数
存
在
す

る
状
態
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
強
力
な
反
幕
府
勢
力
も
存
在
す
る
中
、
幕
府
方
の
結
束
を
阻
害
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
守
護
の

所
領
給
付
は
、
給
付
さ
れ
た
武
士
と
本
所
と
の
相
論
と
い
っ
た
よ
う
な
在
地
の
混
乱
も
招
い
て
も
い
た
。
足
利
一
門
と
い
う
権
威

を
背
景
に
、
軍
事
の
み
に
傾
注
す
る
と
い
う
観
応
の
擾
乱
後
の
国
大
将
で
は
対
処
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る）87
（

。
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ま
た
、
国
大
将
は
、
活
動
基
盤
を
一
族
・
幕
府
中
央
か
ら
の
分
属
者
に
置
く
と
い
う
あ
り
方
を
観
応
の
擾
乱
勃
発
後
も
変
え
て

い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
和
義
の
後
に
中
国
地
方
に
派
遣
さ
れ
た
広
域
統
括
者
で
あ
る
細
川
頼
之
は
、
一
族
・
分
国
国
人
を

帯
同
し
基
盤
に
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
派
遣
地
方
で
所
領
を
帯
同
者
が
入
手
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
広
域
統
括
者
は
派
遣

地
方
で
の
勢
力
拡
大
を
行
う
こ
と
で
鎮
定
の
実
を
挙
げ
る
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
観
応
の
擾
乱
以
降
の
地
方
の
統
合
は
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
る
守
護
へ
の
一
元
化
、
論
者
が
別
論
で
指
摘
し
た
広
域
統
括
者
へ

の
一
元
化
と
い
う
形
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
本
論
で
み
た
よ
う
に
多
元
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
場
合
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

多
元
化
と
い
う
点
を
、
直
冬
党
や
南
朝
と
い
っ
た
室
町
幕
府
以
外
の
統
合
の
担
い
手
に
も
留
意
し
な
が
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

註
（
1
）　
吉
田
賢
司
「
室
町
幕
府
論
」（『
岩
波
講
座
　
日
本
歴
史
　
第
八
巻
　
中
世
三
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。

（
2
）　
堀
川
康
史
「
南
北
朝
期
播
磨
に
お
け
る
守
護
・
国
人
と
悪
党
事
件
」（『
史
学
雑
誌
』
一
二
二
│
七
、
二
〇
一
三
年
）。

（
3
）　
こ
の
見
方
は
幕
府
│
守
護
体
制
論
と
し
て
川
岡
勉
氏
が
ま
と
め
ら
れ
た
（
同
『
室
町
幕
府
と
守
護
権
力
』〈
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二

年
〉
第
二
部
第
一
章
・
第
二
章
・
第
三
章
〈
初
出
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
一
年
、
一
九
八
六
年
〉）。

（
4
）　
漆
原
徹
『
中
世
軍
忠
状
と
そ
の
世
界
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
第
二
部
第
一
章
（
初
出
一
九
八
七
年
）・
第
二
章
（
初
出
一
九

九
四
年
）・
第
三
章
（
初
出
一
九
九
一
年
）。

（
5
）　
花
田
卓
司
「
南
北
朝
期
室
町
幕
府
に
お
け
る
守
護
・
大
将
の
所
領
給
付
権
限
」（『
古
文
書
研
究
』
六
六
、
二
〇
〇
八
年
）、
堀
川
前
掲

（
2
）、
渡
邊
元
観
「
軍
勢
催
促
状
に
関
す
る
一
考
察
│
南
北
朝
期
に
お
け
る
守
護
・
大
将
の
権
限
を
め
ぐ
っ
て
」（『
文
学
論
集
』、
二
〇

〇
八
年
）。

（
6
）　
呉
座
勇
一
「
室
町
期
の
守
護
と
国
人
│
吉
田
賢
司
氏
の
批
判
と
反
論
に
接
し
て
│
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
一
七
、
二
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〇
一
三
年
）、
堀
川
康
史
「
北
陸
道
「
両
大
将
」
と
守
護
・
国
人
│
初
期
室
町
幕
府
軍
勢
制
度
再
検
討
の
試
み
│
」（『
歴
史
学
研
究
』
九

一
四
、
二
〇
一
四
年
）、
永
山
愛
「
元
弘
・
建
武
内
乱
期
に
お
け
る
軍
事
編
成
│
南
北
朝
最
初
期
の
軍
勢
催
促
状
の
検
討
│
」（『
歴
史
学

研
究
』
九
八
六
、
二
〇
一
九
年
）。

（
7
）　
堀
川
氏
に
よ
る
漆
原
説
批
判
に
つ
い
て
松
本
一
夫
氏
は
、
堀
川
氏
の
国
人
の
主
体
性
を
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
当
該
期
に

「
制
度
」
と
い
え
る
強
固
な
も
の
が
存
在
し
た
か
と
い
う
指
摘
に
賛
意
を
示
し
つ
つ
、
足
利
一
門
優
遇
の
「
傾
向
」
の
存
在
を
提
示
さ
れ

て
い
る
（
同
『
中
世
武
士
の
勤
務
評
定
│
南
北
朝
期
の
軍
事
行
動
と
恩
賞
給
付
シ
ス
テ
ム
ー
』〈
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
九
年
〉）。

（
8
）　
藤
岡
大
拙
・
内
田
文
恵
「
上
野
氏
」（
今
谷
明
・
藤
枝
文
忠
『
室
町
幕
府
守
護
職
家
事
典
　
上
』〈
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
八
年
〉）。

（
9
）　
水
野
圭
士
「
南
北
朝
前
期
「
大
将
軍
」
上
野
頼
兼
の
位
置
付
け
」（『
日
本
歴
史
』
七
八
九
、
二
〇
一
四
年
）。

（
10
）　
佐
藤
進
一
『
室
町
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
　
下
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）
備
前
の
項
。

（
11
）　
花
田
卓
司
「
観
応
・
文
和
年
間
に
お
け
る
室
町
幕
府
軍
事
体
制
の
転
換
」（『
立
命
館
文
学
』
六
二
四
、
二
〇
一
二
年
）。

（
12
）　
小
川
信
『
足
利
一
門
守
護
発
展
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）
序
論
・
第
二
編
第
五
章
第
二
節
。

（
13
）　
遠
藤
巌
「
石
橋
氏
」（
今
谷
明
・
藤
枝
文
忠
『
室
町
幕
府
守
護
職
家
事
典
　
上
』〈
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
八
年
〉）。

（
14
）　
下
村
信
博
「
足
利
将
軍
家
御
一
家
石
橋
氏
と
尾
張
戸
（
富
）
田
荘
」（『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
』
二
三
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
15
）　
谷
口
雄
太
『
中
世
足
利
氏
の
血
統
と
権
威
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）
第
一
部
第
三
章
（
初
出
二
〇
一
三
年
）。
谷
口
氏
は
石
橋

氏
歴
代
当
主
や
系
譜
の
復
元
作
業
も
行
わ
れ
て
い
る
（
同
「
御
一
家
石
橋
氏
歴
代
当
主
考
」〈『
古
文
書
研
究
』
七
四
、
二
〇
一
二
年
〉）。

（
16
）　
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
田
徹
「
南
北
朝
期
の
守
護
論
を
め
ぐ
っ
て
」（
中
世
後
期
研
究
会
編
『
室
町
時
代
研
究
を
読
み
な
お
す
』〈
思

文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
〉）
を
参
照
。

（
17
）　
前
掲
（
13
）。

（
18
）　
山
田
徹
氏
は
足
利
一
門
を
名
門
と
非
名
門
に
分
別
さ
れ
、
名
門
は
畿
内
で
の
合
戦
や
幕
府
中
央
要
職
に
起
用
さ
れ
た
と
さ
れ
る
（
同

「
初
期
室
町
幕
府
に
お
け
る
足
利
一
門
」〈
元
木
泰
雄
編
『
日
本
中
世
の
政
治
と
制
度
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
〉）。
石
橋
氏
は
山

田
氏
の
整
理
で
は
足
利
一
門
中
の
名
門
に
属
す
る
。

（
19
）　
和
義
は
室
津
で
備
前
国
大
将
（『
梅
松
論
』）、
観
応
二
年
正
月
に
は
同
国
で
禁
制
を
発
給
し
て
お
り
（「
備
前
安
養
寺
文
書
」〈『『
南
北

朝
遺
文
　
中
国
四
国
編
』
一
九
三
九
〉
以
下
、
本
論
で
は
『
南
遺
　
中
四
』
と
略
記
）、
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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（
20
）　『
大
日
本
史
料
』
六
│
一
七
、
文
和
元
年
一
一
月
一
六
日
条
。

（
21
）　
前
掲
（
10
）。

（
22
）　
岡
山
県
史
編
纂
委
員
会
『
岡
山
県
史
　
第
四
巻
　
中
世
Ⅰ
』（
岡
山
県
、
一
九
八
九
年
）

（
23
）　『
南
北
朝
遺
文
　
中
国
四
国
編
』
二
四
三
三
。

（
24
）　
史
料
二
傍
線
部
②
の
「
上
杉
修
理
亮
」
に
つ
い
て
出
典
の
『
南
遺
　
中
四
』
で
は
、
上
杉
氏
中
の
誰
か
比
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
人
物

に
つ
い
て
は
、
黒
田
基
樹
氏
が
直
義
側
近
で
あ
っ
た
上
杉
重
能
の
嫡
子
上
杉
重
季
と
判
断
さ
れ
て
い
る
（
同
「
基
氏
期
の
上
杉
氏
」〈
同

編
『
足
利
基
氏
と
そ
の
時
代
』、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
三
年
〉）。

（
25
）　
石
橋
和
義
証
判
の
文
和
元
年
一
二
月
七
日
付
三
吉
覚
弁
着
到
状
（「
備
後
鼓
文
書
」〈『
南
遺
　
中
四
』
二
四
一
一
〉）
で
は
、「
去
十
一

月
十
六
日
、
自
二

備
後
国
一、
馳
参
当
国
一

備
前
山
口
御
陣
以
来
」
と
備
後
か
ら
備
後
へ
参
陣
し
た
と
し
て
い
る
。

（
26
）　
前
掲
（
10
）・
備
中
・
備
後
の
項
。

（
27
）　
堀
川
前
掲
（
6
）
論
文
。

（
28
）　「
安
富
家
文
書
」
七
（『
県
指
定
中
世
益
田
氏
関
係
文
書
』、
益
田
市
立
雪
舟
の
郷
記
念
館
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
29
）　
前
掲
（
9
）。
高
津
氏
に
つ
い
て
は
田
中
大
喜
「
石
見
高
津
氏
の
出
自
と
系
譜
」（『
日
本
歴
史
』
八
七
三
、
二
〇
二
一
年
）
も
参
照
。

堀
川
氏
は
前
掲
（
6
）
で
周
防
守
護
大
内
長
弘
が
石
見
守
護
を
兼
任
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
前
掲
（
28
）
史
料
で
兼
幸
は

「
当
国
（
＝
石
見
）
守
護
・
目
代
等
」
と
合
戦
し
た
と
し
石
見
守
護
と
敵
対
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

（
30
）　「
長
門
益
田
家
文
書
八
十
二
」（『
南
遺
　
中
四
』
六
一
四
）。

（
31
）　
こ
の
「
御
教
書
」
に
つ
い
て
だ
が
、
当
該
期
、
国
大
将
の
軍
勢
催
促
状
も
御
教
書
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
（
前
掲
〈
9
〉）、
石
見
国
人

に
他
国
の
城
の
警
固
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
幕
府
で
は
な
く
、
国
大
将
上
野
頼
兼
の
発
給
文
書
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
32
）　
前
掲
（
6
）
堀
川
論
文
。

（
33
）　「
出
羽
家
文
書
」
三
（『
山
口
県
史
　
史
料
編
　
中
世
三
』）。

（
34
）　
前
掲
（
10
）
石
見
の
項
。

（
35
）　『
花
押
か
が
み
　
八
　
南
北
朝
時
代
四
』
も
同
じ
く
石
橋
和
義
と
比
定
し
て
い
る
。

（
36
）　
前
掲
（
10
）。
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（
37
）　
前
掲
（
10
）。

（
38
）　「
萩
藩
閥
閲
録
百
廿
一
之
一
」（『
南
遺
　
中
四
』
二
四
〇
二
・
二
四
〇
三
）。

（
39
）　『
南
遺
　
中
四
』
二
四
〇
三
。

（
40
）　
前
掲
（
34
）。

（
41
）　『
南
遺
　
中
四
』
二
三
六
四
。

（
42
）　
観
応
二
年
二
月
一
五
日
付
足
利
尊
氏
袖
判
下
文
（「
備
後
三
吉
鼓
文
書
」、『
南
遺
　
中
四
』
一
九
六
六
）。

（
43
）　
観
応
三
年
六
月
二
三
日
付
足
利
義
詮
軍
勢
催
促
状
（「
長
門
高
洲
家
文
書
」、『
南
遺
　
中
四
』
二
二
九
五
）。

（
44
）　『
南
遺
　
中
四
』
二
三
七
三
。

（
45
）　
観
応
三
年
八
月
二
四
日
付
足
利
義
詮
御
判
御
教
書
（「
山
城
田
中
教
忠
所
蔵
文
書
」、『
南
遺
　
中
四
』
二
三
三
六
）。

（
46
）　
観
応
三
年
八
月
二
一
日
付
足
利
義
詮
御
判
御
教
書
（「
東
寺
百
合
文
書
」、『
南
遺
　
中
四
』
二
三
三
三
）、
文
和
二
年
一
二
月
二
八
日
付

引
付
頭
人
大
高
重
成
奉
書
（「
九
条
家
文
書
」、『
南
遺
　
中
四
』
二
五
四
八
）。

（
47
）　
前
掲
（
26
）
備
中
・
備
後
の
項
。

（
48
）　
佐
藤
進
一
『
日
本
の
歴
史
9
　
南
北
朝
の
動
乱
』（
中
公
文
庫
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
五
年
、
初
版
一
九
六
五
年
）。

（
49
）　
前
掲
（
9
）・
山
口
隼
正
『
南
北
朝
期
九
州
守
護
の
研
究
』（
文
献
出
版
、
一
九
八
九
年
）
日
向
の
項
。

（
50
）　
前
掲
（
9
）。

（
51
）　
後
掲
（
72
）。

（
52
）　
前
掲
（
5
）
花
田
論
文
。

（
53
）　
四
国
の
場
合
、
建
武
か
ら
観
応
ま
で
に
四
国
の
守
護
で
所
領
給
付
を
行
っ
た
事
例
が
確
認
さ
れ
る
の
は
細
川
皇
海
だ
が
、
皇
海
は
土
佐

で
境
相
論
の
裁
定
（
暦
応
三
年
六
月
三
日
付
左
近
将
監
実
綱
遵
行
状
「
香
宗
我
部
家
伝
証
文
」、『
南
遺
　
中
四
』
九
六
七
〉）
を
行
い
、

単
純
に
守
護
の
み
の
立
場
で
あ
っ
た
か
疑
問
が
あ
る
。
花
田
卓
司
氏
は
一
門
守
護
・
大
将
と
は
さ
れ
て
い
る
が
、
関
東
の
高
師
冬
・
上
杉

憲
顕
の
給
付
事
例
に
つ
い
て
「
仰
」
せ
の
主
体
を
足
利
義
詮
と
判
断
さ
れ
守
護
・
大
将
に
よ
る
も
の
と
は
判
断
さ
れ
て
い
な
い
（
前
掲

〈
5
〉
花
田
論
文
表
2
）。
花
田
卓
司
氏
が
一
門
守
護
・
大
将
と
し
て
一
括
し
て
い
る
事
例
で
も
、
駿
河
今
川
氏
は
正
税
を
恩
賞
宛
行
に
用

い
た
よ
う
に
国
務
職
を
付
与
さ
れ
た
結
果
の
も
の
、
紀
伊
の
畠
山
国
清
の
事
例
も
国
大
将
で
あ
っ
た
可
能
性
が
小
川
信
氏
に
指
摘
さ
れ
て
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い
る
（
小
川
前
掲
〈
12
〉
第
三
篇
第
二
章
第
一
節
〈
初
出
一
九
七
七
年
〉。
た
だ
し
、
小
川
氏
は
国
清
が
国
大
将
で
あ
っ
た
の
を
建
武
三

年
五
月
ま
で
と
さ
れ
、
七
月
以
降
は
守
護
と
し
て
所
領
給
付
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
）。

（
54
）　
堀
川
康
史
「
中
世
後
期
に
お
け
る
出
雲
朝
山
氏
の
動
向
と
そ
の
役
割
」（『
日
本
歴
史
』
八
二
三
、
二
〇
一
六
年
）。
論
旨
上
重
要
な
事

例
の
た
め
表
①
に
堀
川
氏
指
摘
の
事
例
を
載
せ
た
。

（
55
）　
尊
氏
・
直
義
の
二
頭
政
治
期
発
給
文
書
に
対
す
る
総
合
的
な
論
考
と
し
て
、
森
茂
暁
「
足
利
直
義
発
給
文
書
の
研
究
│
い
わ
ゆ
る
「
二

頭
政
治
」
の
構
造
│
」（『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
四
五
│
四
、
二
〇
一
四
年
）・
同
「
足
利
尊
氏
発
給
文
書
の
研
究
│
室
町
将
軍
発
給
文

書
体
系
の
成
立
│
」（『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
四
八
│
二
、
二
〇
一
六
年
）
が
あ
る
。

（
56
）　『
園
太
暦
』
文
和
二
年
七
月
一
三
・
二
五
日
条
。

（
57
）　
前
掲
（
2
）。

（
58
）　『
南
遺
　
中
四
』
二
六
六
四
。

（
59
）　
史
料
六
の
よ
う
な
所
領
給
付
に
よ
る
混
乱
に
つ
い
て
は
、
同
様
の
こ
と
が
足
利
尊
氏
の
下
で
も
観
応
の
擾
乱
時
に
発
生
し
た
こ
と
を
、

花
田
卓
司
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
同
「
観
応
の
擾
乱
時
の
恩
賞
宛
行
」〈『
日
本
文
化
史
研
究
』
五
〇
、
二
〇
一
九
年
〉）。

（
60
）　
こ
の
事
例
は
、
後
年
に
作
成
さ
れ
た
毛
利
元
春
自
筆
事
書
案
「
長
門
毛
利
家
文
書
」（『
南
遺
　
中
四
』
四
二
六
九
）
で
、
毛
利
氏
領
の

守
護
武
田
氏
に
よ
る
闕
所
処
分
に
対
し
毛
利
側
の
働
き
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（
61
）　
前
掲
（
9
）。

（
62
）　
亀
田
俊
和
『
高
一
族
と
南
北
朝
内
乱
│
室
町
幕
府
草
創
の
立
役
者
│
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
六
年
）。

（
63
）　
前
掲
（
10
）。

（
64
）　
表
①
│
10
史
料
を
「
執
筆
」
し
た
「
斎
藤
七
郎
入
道
」
は
「
引
付
番
文
」（「
結
城
文
書
」〈『
大
日
本
史
料
』
六
│
八
、
康
永
三
年
三
月

二
一
日
条
〉）
に
幕
府
奉
行
人
と
し
て
名
前
が
登
載
さ
れ
て
い
る
。
幕
府
奉
行
人
斎
藤
氏
に
つ
い
て
は
森
幸
夫
『
中
世
の
武
家
官
僚
と
奉

行
人
』（
同
成
社
、
二
〇
一
六
年
）
第
二
部
第
一
章
（
初
出
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

（
65
）　『
南
遺
　
中
四
』
一
九
一
一
。

（
66
）　
周
防
国
に
は
曽
我
時
長
と
い
っ
た
曽
我
氏
姓
の
国
人
は
存
在
す
る
（
貞
和
五
年
一
二
月
二
四
日
付
室
町
幕
府
引
付
頭
人
奉
書
「
東
寺
百

合
文
書
ホ
函
二
五
」〈『
南
遺
　
中
四
』
一
七
七
五
〉）。
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（
67
）　
亀
田
俊
和
『
高
師
直
│
室
町
新
秩
序
の
創
造
者
│
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）。。

（
68
）　
高
師
直
が
証
判
を
据
え
た
建
武
五
年
八
月
日
付
小
早
川
氏
平
軍
忠
状
写
（「
周
防
吉
川
家
中
並
寺
社
文
書
」〈『
南
遺
　
中
四
』
七
八

九
〉）
に
は
、「
曽
我
左
衛
門
尉
」
が
軍
奉
行
と
し
て
登
場
し
て
お
り
（
前
掲
〈
7
〉
松
本
著
）、
曽
我
氏
と
師
直
一
族
と
の
関
係
の
深
さ

を
う
か
が
わ
せ
る
。

（
69
）　
前
掲
（
9
）。

（
70
）　
前
掲
（
12
）。

（
71
）　
小
川
信
『
細
川
頼
之
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
）。

（
72
）　
水
野
圭
士
「
中
国
管
領
細
川
頼
之
の
総
体
的
把
握
│
四
国
管
領
へ
の
道
程
│
」（『
四
国
中
世
史
研
究
』
一
六
、
二
〇
二
一
年
）。

（
73
）　
前
掲
（
71
）。

（
74
）　『
南
遺
　
中
四
』
三
四
〇
四
『
永
青
文
庫
叢
書
細
川
家
文
書
中
世
編
』
23
号
文
書
で
字
句
修
正
し
た
。

（
75
）　
山
田
貴
司
「
永
青
文
庫
所
蔵
の
「
中
世
文
書
」」（
熊
本
大
学
文
学
部
附
属
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
細
川
家
文
書
　
中
世
編
』、

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
76
）　
正
平
六
十
月
十
八
日
付
岩
松
頼
宥
書
状
「
長
門
毛
利
家
文
書
」（『
南
遺
　
中
四
』
二
一
六
二
）、
正
平
六
年
一
〇
月
二
二
日
付
岩
松
頼
宥

書
状
案
（「
長
門
福
原
家
文
書
」『
南
遺
　
中
四
』
二
一
六
四
）。

（
77
）　
前
掲
（
12
）
小
川
著
第
三
篇
第
一
章
第
二
節
（
初
出
一
九
七
六
年
）。

（
78
）　『
師
守
記
』
康
永
三
年
五
月
一
七
日
条
。

（
79
）　
の
ち
に
浅
井
郷
の
あ
る
英
賀
郡
は
細
川
氏
の
分
郡
知
行
地
と
な
っ
て
い
る
（
前
掲
〈
10
〉
備
中
の
項
）。
前
掲
（
71
）
で
指
摘
さ
れ
る

細
川
氏
の
所
領
集
積
方
法
か
ら
考
え
て
中
国
管
領
期
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
。

（
80
）　『
南
遺
　
中
四
』
三
六
八
三
。
史
料
九
に
つ
い
て
は
、『
南
北
朝
遺
文
』・『
大
日
本
史
料
』
は
判
を
義
満
と
し
て
い
る
が
、
応
安
元
（
一

三
六
八
）
年
は
義
満
の
判
始
前
で
あ
る
た
め
某
安
堵
状
に
変
更
し
た
。
た
だ
し
、
文
書
自
体
は
正
文
で
あ
っ
て
も
、
作
成
年
月
日
と
据
え

ら
れ
て
い
る
上
位
者
の
花
押
型
に
ず
れ
の
あ
る
こ
と
が
あ
り
、
内
容
・
形
式
か
ら
い
え
ば
、
将
軍
義
満
の
安
堵
状
に
み
え
る
。

（
81
）　
文
和
三
年
一
二
月
二
九
日
付
足
利
義
詮
預
ヶ
状
写
（「
周
防
吉
川
家
中

寺
社
文
書
」『
南
遺
　
中
四
』
二
六
九
四
）・
文
和
三
年
一
二

月
二
九
日
付
某
施
行
状
写
（「
長
門
小
早
川
家
證
文
」『
南
遺
　
中
四
』
二
六
九
五
）・
文
和
三
年
一
二
月
二
九
日
付
某
施
行
状
写
「
長
門
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小
早
川
家
什
書
」『
南
遺
　
中
四
』
二
六
九
六
）。

（
82
）　
延
文
二
年
一
二
月
六
日
付
笠
間
朝
清
請
文
案
（「
安
藝
厳
島
文
書
巻
子
本
」『
南
遺
　
中
四
』
二
九
四
九
）。

（
83
）　
前
掲
（
71
）。

（
84
）　『
尊
卑
分
脉
』、
小
川
信
氏
は
氏
之
を
讃
岐
・
土
佐
守
護
細
川
繁
氏
の
別
名
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
（
同
前
掲
〈
12
〉
第
一
篇
第
三

章
第
一
節
〈
初
出
一
九
六
八
年
〉）。

（
85
）　
前
掲
（
9
）。

（
86
）　
細
川
重
男
「
摂
津
と
京
極
│
鎌
倉
・
室
町
両
武
家
政
権
支
配
層
の
相
違
点
│
」（
阿
部
猛
編
『
日
本
史
史
料
研
究
会
論
文
集
Ⅰ
　
中
世

政
治
史
の
研
究
』、
日
本
史
史
料
研
究
会
企
画
部
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
87
）　
前
掲
（
72
）
で
は
、
中
国
管
領
細
川
頼
之
が
、
派
遣
地
方
の
統
括
を
自
身
に
一
元
化
す
る
こ
と
で
対
処
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
論
じ
た
。

※
脱
稿
後
、
谷
口
雄
太
「
石
橋
和
義
│
栄
光
と
挫
折
を
一
身
に
味
わ
っ
た
一
門
の
名
門
│
」（
亀
田
俊
和
・
杉
山
一
弥
編
『
南
北
朝
武
将
列
伝
　

北
朝
編
』、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
に
接
し
た
。
石
橋
和
義
の
生
涯
を
ま
と
め
、
論
評
さ
れ
て
お
り
重
要
だ
が
、
本
論
に
は
反
映
で

き
な
か
っ
た
。
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K

uni-taisho after K
annou D

isturbance: B
uke-gata D

ai-shogun Ishibashi K
azuyoshi’ s consideration

M
IZ

U
N

O
 K

eishi
　N

anboku-chō  period, the M
urom

achi Shogunate dispatched a special m
ilitary com

m
ander called K

uni-taisho to region. 

K
uni-taisho carried out w

ide-area activities and played an active part in the settlem
ent of the regions. In this paper, K

uni-

taisho considered w
hat happened after K

annou D
isturbance, w

hen the M
urom

achi Shogunate changed drastically, using 

K
azuyoshi Ishibashi as an exam

ple.

　K
azuyoshi Ishibashi has been evaluated as a clan of shoguns rather than as a daim

yo. In previous studies, K
azuyoshi 

Ishibashi w
as seen as a m

ere com
m

ander dispatched to rural areas. A
fter confirm

ing K
azuyoshi’ s activities, he w

as K
uni-

taisho, having relationships w
ith sam

urai from
 m

ultiple countries and gave them
 territory. O

ne of the characteristics of 

K
azuyoshi w

as that no country also served as a S
hugo. It is probable that this w

as due to S
hugo taking control of each 

country and K
uni-taisho devoting him

self to the settlem
ent of the enem

y.

　H
ow

ever, K
azuyoshi’ s m

ilitary activities w
ere unsuccessful, allow

ing the enem
y to invade K

yoto. T
he reason is that 

the S
hugo’ s authority has been strengthened and the characteristics of the K

uni-taisho have been lost. S
trengthening 

Shugo’ s authority, especially perm
itting the benefits of the territory, w

as in conflict w
ith the authority of K

uni-taisho and 

confused the region. T
he local sam

urai w
ere in a situation of choosing w

hether to belong to K
uni-taisho or Shugo, w

hich 

also had the effect of disturbing cohesion.

　E
ven after after K

annou D
isturbance, K

uni-taisho used staff dispatched from
 the S

hogunate as the basis of his 

activities. It did not respond to the changing tim
es w

hen it becam
e im

portant to operate on the basis of one’ s ow
n 

territory. D
ue to K

annou D
isturbance, K

uni-taisho w
as dysfunctional. Such dysfunction of K

uni-taisho w
as also caused 
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by the change of unification of local integration into S

hugo and w
ide-area m

anagers. Y
oriyuki H

osokaw
a, w

ho w
as 

dispatched after K
azuyoshi, coordinated the authority w

ith Shugo and unified it, and as a result, succeeded in settling the 

region.

（
平
成
二
十
七
年
度
　
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）




